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Ａ  ６－６タイブレーク １セット・マッチについて 

 

 １；相手に対して２ゲーム以上の差をつけて、６ゲームを先取した者が、その試合の勝

者となる。 

 

 ２；スコアが５－５となった場合は、続く２ゲームを連取して７－５とした者が、その

試合の勝者となる。 

 

 ３；スコアが６－６となった場合は、第 13 ゲームは 7ポイント・タイブレーク決戦方

式で行う。 

 

 

Ｂ  7 ポイント･タイブレーク決戦方式のやり方について 

 

 １；第１ポイントは、第 13 ゲームのサービスをする順番のプレーヤー（つまり、第１

ゲームのサーバー）が、右コート（フォア・サイド）へサービスをする。 

 

 ２；第２ポイント以降は、その試合の第２ゲームのサーバーから、左コート（バック・

サイド）、右コート（フォア・サイド）の２ポイントずつ、順次サービスを行う

（例を参照のこと）。 

 

 ３；ポイントは、１－０（ワン・ゼロ）、１－１（ワン・オール）、２－１（ツー・ワ

ン）のように、普通の数字でカウントする。 

 

 ４；両者のカウントの合計が、６の倍数（６－０、５－１、４－２、３－３、６－６ 

etc）になったら、チェンジ・コートを行う。 

 

 ５；相手に対し、２ポイント以上の差をつけて、７ポイントを先取した者が、その試合

の勝者になる。カウントが６－６となった場合は８－６、７－７になった場合は９

－７と、必ず２ポイント差がつくまで（つまり２ポイント連取するまで）行う。 

 

 ６；試合終了時のゲーム・スコアは、７－６となる。



＊例 ダブルスＡ(1,2)とＢ(1,2)の試合の場合。 

サービス順は、Ａ1 ，Ｂ1 ，Ａ2 ，Ｂ2 であったとする。 

 

 

 

第１ポイント、Ａ1 が右コートへサービス。 

第２ポイント、Ｂ1 が左コートへサービス。 

第３ポイント、Ｂ1 が右コートへサービス。 

第４ポイント、Ａ2 が左コートへサービス。 

第５ポイント、Ａ2 が右コートへサービス。 

第６ポイント、Ｂ2 が左コートへサービス。 

 

 

チェンジ・コート 

 

 

第７ポイント、Ｂ2 が右コートへサービス。 

第８ポイント、Ａ1 が左コートへサービス。 

第９ポイント、Ａ1 が右コートへサービス。 

第 10 ポイント、Ｂ1 が左コートへサービス。 

第 11 ポイント、Ｂ1 が右コートへサービス。 

第 12 ポイント、Ａ2 が左コートへサービス。                                     

 

チェンジ・コート    

    

第 13 ポイント、Ａ2 が右コートへサービス。 

第 14 ポイント、Ｂ2 が左コートへサービス。 

第 15 ポイント、Ｂ2 が右コートへサービス。 
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＊シングルスの場合は、上の例のＡとＢの試合と考えて、(1,2)を無視すれば良い。 
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